
【六甲高山植物園】 儚く美しい純白の花 
沙羅の樹こと「ナツツバキ」が見頃です！  

                                                                
 
六甲山観光株式会社（本社：神戸市 社長：宮西幸治 阪神電気鉄道株式会社１００％出資）が六甲山上

で運営を行っている六甲高山植物園では、六甲山にも自生する「ナツツバキ」が見頃を迎えました。 
 
別名、「沙羅の樹」や「沙羅双樹」として知られ、寺院に植えられることも多いナツツバキ。しかし、『平家物
語』の冒頭に登場することで有名な仏教三大聖樹の「沙羅双樹」はインド原産のフタバガキ科のサラノキの
ことであり、本種とは異なります。ナツツバキの気品高い純白の花が沙羅双樹に見立てられたと考えられて
います。ツバキに似た純白の花は儚げで、咲き終えた花が樹上からぽとり、ぽとりと落ちてくる様子はなんと
も趣深く、梅雨の蒸し暑さをひととき忘れさせてくれます。 
今年は例年に比べて花数が多く、長い期間花を楽しめる見込みです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年６月２９日(火) 
六甲高山植物園 

◆ナツツバキ（ツバキ科） 
本州（新潟県、福島県以西）と四国、九州、朝鮮半島に分布す

る落葉高木です。樹皮は１０年目ぐらいから剥がれて迷彩柄のよ

うな独特の模様を幹につくりだします。花は直径５センチほどで、

花弁の背面に白色の毛が密生することから、絹のような光沢があ

ります。咲き終わった花は冬に咲くツバキと同様に花ごとぽとりと

落ち、風情を感じさせます。当園に咲くナツツバキは、現在見頃を

迎えており、７月中旬頃までお楽しみいただける見込みです。 

 

六甲山ポータルサイト  https://www.rokkosan.com/ 

◆お問合せ先  
六甲高山植物園  
ＴＥＬ：０７８－８９１－１２４７／ＦＡＸ：０７８－８９１－０１３７ 
住所：〒６５７－０１０１ 神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０  
◆営業概要  
【開園期間】～１１月２３日(火・祝)  【休 園 日】７月１日（木）、８日（木）、１５日（木） 
【開園時間】１０：００～１７：００ （１６：３０受付終了） 
【入 園 料】大人（中学生以上）７００円／小人（４歳～小学生）３５０円 
※新型コロナウイルス感染症の影響により、営業・イベントの内容を変更・中止する場合があります。 

 


